はじめに
日本人の死生観を、古事記と日本書紀に描かれる黄泉国と根の国のあり方から考えてみると同時に、その両者と他の神話を比較することにより、日本神話における特徴を探って行きたいと思う。

『古事記』や『日本書紀』では、神、穀物、皇室の神器など重要な存在が、神もしくは神的存在の死体、もしくは各部分等がもともとの生命体から分離しながら別の生命を持って復活し、新たなものとして再生を遂げるという出来事が繰り返し伝えられている。具体例を挙げると、ヤマタノオロチの尾から草薙の剣が出現したという話や、火の神カグツチから山の神と雷の神が生まれた話、食物の神オオゲツヒメの死体から蚕、稲、粟、小豆、麦、大豆が生まれたという話などがある。しかも、復活再生を遂げたものは皇室の神器や人間の主食物や資源など人間の生活において重要なものへと転化しているという特徴が挙げられる。
また、死に直接かかわるものとして、死の国である黄泉国のエピソードを『古事記』『日本書記』双方から見てみることにする。
『古事記』において黄泉国は、容易にたどり着けるものとして描かれている。黄泉国の場所としては、出雲にあったと考えられているらしいが、それが地下であるのか地上（山の中）であるのかは定かではない。しかし、いずれにせよ、入り口がこの世と3次元的に繋がっており、その場所へたどり着くのに例えば異次元をくぐるなどという考えはなかったようである。次に、この黄泉国のくだりで注目したい点は、黄泉国が“穢れ”の場所として描かれているという点である。

イザナギは、亡くなったイザナミに会いに黄泉（よみ）の国に行った。しかし、イザナミはもう黄泉の国の食べ物を口にしており、帰ることができないと言い、黄泉の国の神と相談するので、その間に姿を見ないように忠告した。
しかし、イザナギは待ちきれなくなり、左に束ねた髪に刺している櫛の歯を折り取り、それに火をともして御殿を覗き見た。すると、イザナミの身体には蛆がたかり、八種の雷神が成り出でていた。イザナギは驚き恐れ、逃げ帰ろうとしたが、イザナミは恥をかかせたといって怒り、黄泉の国の醜女（しこめ）を遣わして追いかけさせた。そこでイザナギが、髪につけていた黒い鬘（かずら）を取って投げると、たちまち山ぶどうの実が生った。醜女たちがこれを食べている間にイザナギは逃げ延びた。また醜女が追いかけてきたので、今度は右に束ねた髪に刺している櫛の歯を折り取って投げ捨てると、たちまち筍が生えた。醜女たちがこれを食べている間にイザナギはまた逃げ延びた。今度は、八種の雷神に千五百人の黄泉の国の軍勢が追いかけてきた。そこでイザナギは、十拳の剣（とつかのつるぎ）を抜いて、後ろを振り払いながら逃げ、現世と黄泉の国の境にある黄泉比良坂（よもつひらさか）にやってきた。そこで、生っていた桃の実を三つ取って投げると、軍勢は退散した。
最後に、イザナミ自身が追いかけてきた。そこでイザナギは、巨大な千引（ちびき）の岩を黄泉比良坂に据えて、その岩をはさんで、二神は夫婦離別の言葉を交わした。イザナミが、

「あなたの国の人間を一日に千人殺しましょう。」と言うと、
イザナギは、

「ならば、一日に千五百の産屋を建てよう。」と答えた。
こうして一日に千人の人が死ぬ一方、千五百人の人が生まれるのである。

（次田真幸『古事記（上）全訳注』）
イザナギはイザナミに呼び戻しに黄泉国へ行ったものの、イザナミの穢れた姿に恐れを抱いて逃げ帰ってくる。そして、この世に帰ってきた後、川で禊をして、三貴子と呼ばれる3人の神を誕生させる。
黄泉国から戻ったイザナキは、

「私はなんと醜い汚らわしい国にいたことだろう。私の体を禊をして清めよう」

といって、筑紫の日向の橘の小門の阿波岐原にいき、禊払いをした。

イザナキが杖、帯、袴など身につけた衣服や装身具を脱ぎ捨てると、そこから神々が現れた。

ここでイザナギは、

「上流は瀬が速い、下流は瀬が弱い」

といい、中流で体を洗い清めることで神々が現れる。

イザナキが左目を洗うと、天照大御神（アマテラス）が現われ、右目を洗うと月読命（ツクヨミ）が現れた。次に鼻を洗うと須佐之男命（スサノヲ）が現れた。
（次田真幸『古事記（上）全訳注』）
　以上のエピソードにより、黄泉国、死、特に肉体の死が穢れとして扱われ、また恐れられていたことが分かる。しかしながら、食物の神オオゲツヒメの死体から蚕、稲、粟、小豆、麦、大豆などの主要な穀物が生まれたように、死の穢れからアマテラス、ツクヨミ、スサノヲという高天原、夜の国、海原を治める重要な三神が生まれたことにも注目するべきであろう。

日本書紀

日本書紀においては、イザナギの黄泉の国訪問の説話は、一書（六、九、十）に見られるものの、本書では触れられていない。本書から省かれたことに対する考察は後で述べるとして、ここでは、一書における黄泉国の記述を扱おうと思う。
一書（六）は、鬘飾りを投げると葡萄になり、櫛を投げると筍になるとし、さらにコトドワタシや、帰還後に禊をして三貴子を生むといった記述から、古事記とほぼ同じ内容の伝承であることは明白である。（本文では古事記と違い、神生みの際に三貴子を生む。）
また、逃げる時に、イザナギの放尿が大きな川となり、追手が川を渡っている間に逃げ延びたという一説が紹介されている。

　一書（九）では、桃の実を投げて雷を退散させたのが、桃でもって鬼を防ぐ始まりとしている。

簡素だがそれぞれを死という視点から、イメージとして導き出すと、
・死を通じて死体またはその一部が人間にとって有益なものへと変化し再生していく。

・死によって得た穢れを、儀礼によって有益な力へと転化させる。

といったことが挙げられるかと思う。またこのような死者の肉体における転化は、生きている人間と死んだものがこの世界に共存するというイメージをもたらす。そうすると、いわゆる「この世」と「あの世」との間の隔壁は薄いもので、往復の出来るもの、つまり流通性のあるものという死生観を提出するという結果になる。そこから、死に対する循環的な思考や、現実世界の延長上にあるものという認識が生まれるのではないかと考えられる。

　以上が『古事記』『日本書紀』から読み取れる、古代における日本人の死生観の主なものではなかろうか。簡単にまとめると下記のようになる。
· 死、特に肉体の死は穢れであり、それは生きているものにとって恐れの対象となる。

· 死による穢れを含め、死は、循環し生に転ずる。
他の神話との比較
　死者の国の食べ物を口にすると、生者の世界に返れなくなるというのは、ギリシア神話などに見られる要素である。また、不慮の事故で亡くなった妻を連れ戻しに行くという神話は多くの神話にあり、その中でも、見てはいけないという禁忌（見るなのタブー）を破り、連れ戻すのに失敗するというのは、共通する形式として存在する。
ギリシア神話

　毒蛇に噛まれて亡くなった最愛の妻エウリデュケを求めて、オルペウスは冥府へと赴いた。そして、門番たちを得意の竪琴で陥落させ、冥府の王に、エウリデュケを返すようにと頼んだ。

　王はその願いを聞き入れたが、地上に帰り着くまで、決して後ろを振り返らってはならないという条件を与えた。

　しかし、あと一歩というところで、彼の名を呼ぶ妻の声を耳にして、思わず後ろを振り返ってしまい、そのためにエウリデュケは蘇ることが出来なかった。

　あるいは、オルペウスの後ろについてきているはずの妻が、いくら呼びかけても返事をせず、また、足音もしないため、疑って振り向いてしまった。

ニュージーランドのマオリ族の神話

　創造神タネは、土で女の人形を作った。そしてこれと交わり娘ヒネを産んだ。タネは、成長したヒネを妻にした。ヒネは、夫が実の父であることを知り、恥ずかしさのあまり自殺してしまった。

　ヒネは地下の黄泉の国に行き、夜の女神となった。タネは妻を追って冥界に行き、懇願した。しかしヒネは断り、夫に地上に戻り、子孫を増やすように言い、また、自分は地下の国に留まり、彼らを暗黒と死の世界に引きずり下ろすと言った。

イザナミは不慮の事故によって自らの意思に反して死んでおり、その不慮の死や、禁忌の要素などは、明らかにギリシア神話に類似するものである。

　一方、マオリ族の場合は、禁忌の要素は無いものの、冥界訪問の最後に死の起源神話が語られており、これも日本の場合と類似している。しかしながら、死の国を穢れとして扱い、また死から生が生まれるという考え方は、日本の古代神話に特徴的なものではないかと考えられる。そうみると、イザナミが先に死を宣言し、イザナギがそれに答えて、生を宣言したのも象徴的に思えてならない。

最後に

　『日本書記』の本書では、黄泉国が出てこなくなる。その理由を、岡田英弘の『歴史とはなにか 』から探ってみたい。
　
 『古事記』では、イザナミは火の神カグツチを生んで死に、黄泉国へ行く。

 『日本書紀』本書では、イザナミは死なず、従って、黄泉の国の話もない。

 何故に、このような違いがあり得たのだろうか。 著者によれば、『日本書紀』は、中国の陰陽論的世界観を受け入れて、それに依拠して、形作られた物語であるという。

  陰であるイザナミと陽であるイザナギ。この二神は、両者協力して、両者一体となって、世界を創世し、秩序立てねばならない。片方が勝手に消えてしまうこと、イザナミが死んで、黄泉の国へ行ってしまうことなどは、陰陽という、『日本書紀』の世界観を秩序付ける根本原理に照らして、決して、認められないことなのである。

  これに対し、『古事記』では、陰陽の世界が根本原理となることはない。イザナギ・イザナミは、天つ神の命を受けて、国作りを始める。高御産巣日神、神産巣日神に代表される、天つ神、その名に示される、ムスヒ（産巣日、産霊）という、ものを産み出す神霊的エネルギーこそが、『古事記』における根本原理なのである。であればこそ、イザナミは死んで黄泉の国に行くこともできる。イザナミがいなくなっても、世界の創世はムスヒの力によって続けられるからである。

　以上のことを考えると、日本の死生観に中国からの影響が入ってきて変化が生じたということがいえるであろう。しかし、授業のアンケートを見る限り、私は、日本人が宗教に関して曖昧になっているのと同時に、古代の死生観に逆戻りしている気がするのである。それは、『日本書紀』本書で描かれたものよりも、むしろより古い『古事記』の死生観のほうが、より象徴的であると思われる。なぜなら、死んだあとどうなるかという問いに対し、無になる、自然に溶け込むという大部分のアンケート結果は、生や死を陰陽のような二極的なものとして捕らえ、それにより生は死を生じ、死は生を生じるという繰り返しのものとしてみるという考え方より、死体が他の生命の栄養分になるように、死は生を生じるかもしれないが、そのままどこかへ消えてしまうという風にみているようにとらえられたからである。
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